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法 [1]を示す．D ⊂ R2を有界な一様 Lipschitz領域とする．∂D
はDの境界を表し ΓD ⊂ ∂Dは |ΓD| ̸= 0 を満たす Dirichlet境
界，ΓN = ∂D\ΓD は Neumann境界とする．このとき，次の境
界値問題を考える．
−∇ · (ϕα(θ)∇u) = b in D,




= p on ΓN
(1)
ここで，p は適切に与えられた関数，ν は外向き単位法線ベク








は，v0 = u, v1 = 0 となる．このとき位相最適化問題は，次式
を満たす θ∗ を求める問題となる．





(i) l = 0．θ0 を与える．
(ii) θl に対する主問題 (1)を解く．
(iii) 主問題の解により勾配 gi,l (i = 0, 1) を求める
(iv) 次の問題の解 φi,l ∈ H1(D) (i = 0, 1) を求める:
∀ψ ∈ H1(D) に対して，∫
D
(∇φi,l · ∇ψ + cφi,lψ)dx = −gi,l(ψ)
ここで，cは与えられた定数である．
(v) 未定乗数 λを求める．
(vi) φl = φ0,l + λφ1,l とし，設計変数を更新する:
θl+1 = θl + εφl




D = (0, 1) × (0, 1)，ΓD = ∂D ΓN = ∅ とする．また b =
















最大となる値が存在することが示唆された．c = 3.0× 103 にお
ける密度関数 ϕ は，次の図のとおりである．
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